
ネ
オ
．
テ
ク
ノ
・
ナ
シ
ョ
ナ
ー
リ
ズ
ム
の
興
隆

　
　
　
－
現
状
と
背
景
1

山
　
　
　
　
田

敦
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は
じ
め
に

　
本
稿
の
目
的
は
、
以
下
の
二
点
を
論
じ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
今
日
、
主
要
国
の
技
術
政
策
は
、
旧
来
の
テ
ク
ノ
・
ナ

　
　
　
　
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
も
テ
ク
ノ
・
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
と
も

　
　
　
　
異
な
る
「
ネ
オ
一
テ
ク
ノ
・
ナ
シ
ヨ
ナ
リ
ズ
ム
」
へ
と

　
　
　
　
傾
斜
し
つ
つ
あ
る
こ
と
。
　
　
　
一

　
（
2
）
　
ネ
オ
．
テ
ク
ノ
・
ナ
シ
ヨ
ナ
リ
ズ
ム
ヘ
の
傾
斜
は
、
技

　
　
　
　
術
の
「
グ
ロ
ー
カ
リ
ゼ
ー
シ
ヨ
ン
」
に
よ
り
促
進
さ
れ

　
　
　
　
て
き
た
変
化
で
あ
る
こ
と
。

　
第
一
節
で
は
、
今
日
の
主
要
国
に
お
け
る
技
術
政
策
の
全
般
的

動
向
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
テ
ク
ノ
・
ナ
シ
ヨ
ナ
リ
ズ
ム
対
テ

ク
ノ
．
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
と
い
う
従
来
の
二
項
対
立
的
な
捉
え
方

よ
り
も
、
現
状
を
「
ネ
オ
・
テ
ク
ノ
・
ナ
シ
冒
ナ
リ
ズ
ム
」
の
興

隆
と
捉
え
る
ほ
う
が
適
切
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
ネ
オ
ニ
ア

ク
ノ
．
ナ
シ
ヨ
ナ
リ
ズ
ム
の
お
も
な
特
徴
を
、
米
国
、
日
本
、
欧

州
そ
の
他
の
主
要
国
の
実
例
を
挙
げ
て
論
じ
て
い
く
。
第
二
節
で

は
、
技
術
の
「
グ
ロ
ー
カ
リ
ゼ
ー
シ
ヨ
ン
」
と
は
い
か
な
る
現
象

で
あ
り
、
そ
れ
が
な
ぜ
進
展
し
て
き
た
か
を
論
じ
名
。
第
三
節
で

は
、
技
術
の
グ
ロ
ー
カ
リ
ゼ
ー
シ
ヨ
ン
の
進
展
が
い
か
に
し
て
ネ

オ
．
テ
ク
ノ
．
ナ
シ
ヨ
ナ
リ
ズ
ム
の
興
隆
を
促
し
て
き
た
か
、
一

組
の
仮
説
と
し
て
提
示
す
る
。
最
後
に
第
四
節
で
、
国
際
関
係
理

論
全
般
へ
の
合
意
を
考
察
す
る
。

ネ
オ
　
　
テ
ク
ノ

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

先
端
技
術
を
め
ぐ
る
国
際
関
係
は
、
対
置
さ
れ
た
二
つ
の

「
イ

砧
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ズ
ム
L
、
す
な
わ
ち
テ
ク
ノ
・
ナ
シ
ヨ
ナ
リ
ズ
ム
と
テ
ク
ノ
．
グ

ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
が
共
存
・
拮
抗
す
る
世
界
と
し
て
、
し
ば
し
ば
描

　
　
　
　
　
（
1
〕

き
出
さ
れ
て
き
た
。
統
一
さ
れ
た
定
義
壮
見
当
た
ら
な
い
も
の
の
、

テ
ク
ノ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
は
一
般
に
、
外
国
に
比
し
た
自
国

の
技
術
力
を
優
位
に
導
く
べ
く
、
国
家
主
導
で
「
戦
略
的
」
技
術

分
野
を
選
別
し
て
集
中
的
に
実
施
す
る
技
術
振
興
策
の
総
体
と
解

さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
政
府
調
達
、
輸
入
規
制
、
輸
出
補

助
金
、
研
究
開
発
（
R
＆
D
）
補
助
金
、
R
＆
D
優
遇
税
制
、
対

内
投
資
規
制
、
低
利
融
資
、
知
的
財
産
権
保
護
、
政
府
助
成
R
＆

D
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
が
組
み
含
わ
さ
れ
て

実
施
さ
れ
る
。
外
国
と
の
競
争
が
目
的
で
あ
る
か
ら
、
助
成
の
対

象
は
す
べ
て
「
自
国
」
の
研
究
開
発
ア
ク
タ
ー
（
科
学
者
や
技
術

者
、
民
間
企
業
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
、
業
界
団
体
、
国
立
研
究
所
、

大
学
な
ど
）
で
あ
る
。

　
一
方
、
テ
ク
ノ
・
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
と
は
、
国
境
を
越
え
た
技

術
お
よ
び
研
究
開
発
ア
ク
タ
ー
の
交
流
、
移
転
、
相
互
依
存
を
も

は
や
不
可
避
の
流
れ
と
認
め
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
が
す
べ
て
の

国
家
、
企
業
、
市
民
の
利
益
に
供
す
る
発
展
と
評
価
し
、
そ
の
一

層
の
促
進
を
目
指
す
考
え
方
の
こ
と
を
い
う
。
技
術
開
発
は
ナ
シ

ョ
ナ
ル
・
イ
ン
タ
レ
ス
ト
（
国
益
）
中
心
の
ゼ
ロ
サ
ム
．
ゲ
ー
ム

で
は
な
く
、
「
グ
ロ
ー
バ
．
ル
・
イ
ン
タ
レ
ス
ト
」
を
増
進
さ
せ
う

る
プ
ラ
ス
サ
ム
・
ゲ
ー
ム
と
み
な
さ
れ
る
。
技
術
革
新
の
主
導
権

は
民
間
企
業
の
活
力
に
委
ね
、
政
府
は
国
際
技
術
協
力
の
枠
組
み

づ
く
り
に
努
力
を
集
中
す
る
こ
と
で
、
よ
り
効
率
的
に
新
技
術
が

生
ま
れ
、
す
べ
て
の
国
に
持
続
可
能
な
経
済
成
長
へ
の
道
が
切
り

開
か
れ
る
と
さ
れ
る
。
何
よ
り
、
国
境
に
制
約
さ
れ
な
い
「
グ
ロ

ー
バ
ル
」
企
業
が
増
え
れ
ば
、
企
業
の
国
籍
を
問
う
意
義
は
薄
れ
、

「
自
国
」
企
業
の
み
を
対
象
と
す
る
技
術
政
策
は
時
代
遅
れ
に
な

ら
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
の
が
、
テ
ク
ノ
・
グ
ロ
ー
バ

リ
．
ス
ム
の
趣
意
で
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
ど
ち
ら
の
「
イ
ズ
ム
」
も
理
念
型
で
あ
っ
て
、
現
実

の
技
術
政
策
は
、
い
ず
れ
の
国
で
も
、
両
者
の
要
素
が
混
在
し
て

い
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
な
ぜ
混
在
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
か
、
こ

れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
説
明
が
な
さ
れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
経
済

の
論
理
が
テ
ク
ノ
・
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
発
展
を
促
す
一
方
で
、

政
治
の
論
理
－
利
益
団
体
か
ら
の
圧
力
、
硬
直
的
な
官
僚
政
治
、

外
国
の
不
公
正
慣
行
へ
の
対
抗
措
置
な
ど
－
が
テ
ク
ノ
．
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
残
存
さ
せ
て
い
る
と
い
う
議
論
が
あ
る
。
あ
る
い

は
、
好
況
時
に
は
テ
ク
ノ
・
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
が
伸
張
し
や
す
い

反
面
、
不
況
期
に
は
排
外
主
義
の
一
形
態
と
し
て
テ
ク
ノ
．
ナ
シ

ω
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ヨ
ナ
リ
ズ
ム
が
台
頭
し
や
す
い
と
い
う
説
明
も
な
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
伝
統
的
に
国
家
主
導
型
で
テ
ク
ノ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

的
性
向
の
強
い
国
（
周
本
は
そ
の
代
表
と
さ
れ
る
）
と
、
市
場
指

向
型
で
テ
ク
ノ
．
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
ヘ
の
傾
斜
が
強
い
国
（
米
国

ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

カ
そ
の
代
表
と
さ
れ
る
）
を
区
別
す
る
議
論
も
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
二
項
対
立
的
な
捉
え
方
で
は
、
今
日
の

主
要
国
に
お
け
る
技
術
政
策
の
変
化
を
十
分
に
理
解
・
説
明
し
き

れ
な
い
と
い
う
の
が
本
稿
の
立
場
で
あ
る
。
上
述
の
議
論
は
い
ず

れ
も
、
ナ
シ
ヨ
ナ
リ
ズ
ム
と
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
諸
要
素
が
、
矛

盾
し
あ
い
な
が
ら
混
在
し
て
い
る
も
の
と
現
状
を
捉
え
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
て
本
稿
で
は
、
現
実
の
政
策
は
確
か
に
諸
要
索
が
混

在
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
矛
盾
し
あ
っ
た
要
素
が
雑
多
に

混
ざ
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
相
互
補
完
的
な
諸
要
素
が
全
体
と

　
　
　
　
　
＾
イ
プ
リ
ツ
ド

し
て
一
つ
の
混
　
成
を
形
作
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な

ハ
イ
プ
り
ノ
ド

混
　
成
そ
の
も
の
が
今
日
の
国
際
政
治
経
済
的
変
化
に
対
す
る
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
イ
プ
リ
ツ
ド

家
の
戦
略
的
対
応
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の
混
　
成
を
「
ネ
オ
・

テ
ク
ノ
．
ナ
シ
ヨ
ナ
リ
ズ
ム
」
と
名
付
け
、
そ
れ
が
技
術
の
「
グ

ロ
ー
カ
リ
セ
ー
シ
ヨ
ン
」
に
対
す
る
国
家
の
戦
略
的
対
応
で
あ
る

こ
と
を
示
す
こ
と
が
、
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

　
ネ
オ
．
テ
ク
ノ
．
ナ
シ
ヨ
ナ
リ
ズ
ム
の
具
体
的
な
要
素
と
し
て
、

少
な
く
と
も
以
下
の
四
点
を
指
摘
で
き
る
。
（
1
）
国
内
研
究
開

発
環
境
の
改
善
を
目
指
す
施
策
の
拡
充
、
（
2
）
民
間
企
業
の
イ

ニ
シ
ァ
テ
ィ
ブ
と
「
官
民
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ツ
プ
」
の
重
視
、
（
3
）

国
際
的
開
放
性
の
増
大
、
（
4
）
「
国
際
レ
ジ
ー
ム
」
の
整
備
を
目

指
す
外
交
努
力
の
強
化
－
の
四
点
で
あ
る
。
以
下
、
紙
幅
の
制

約
の
た
め
素
描
に
と
ど
め
ざ
る
を
え
な
い
が
、
主
要
国
の
事
例
を

挙
げ
て
四
点
を
順
に
説
明
し
て
い
く
。

　
（
1
）
　
国
内
研
究
開
発
環
境
の
改
善

　
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ヨ
ン
と
呼
ぱ
れ
る
現
象
に
注
目
が

集
ま
っ
て
以
来
、
最
も
流
行
し
た
見
解
は
、
い
わ
ゆ
る
ボ
ー
ダ
ー

レ
ス
世
界
の
出
現
に
よ
り
、
国
境
を
拠
り
所
と
す
る
国
家
の
役

割
．
機
能
は
次
第
に
減
じ
て
い
く
で
あ
ろ
う
と
い
う
予
測
で
あ
っ

た
。
し
か
し
現
実
に
は
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ヨ
ン
が
一
段
と
加

速
し
た
一
九
九
〇
年
代
に
、
各
国
政
府
は
国
内
研
究
開
発
環
境
の
、

改
善
を
大
き
く
目
標
に
掲
げ
、
コ
ミ
ツ
ト
メ
ン
ト
を
拡
大
す
る
方

向
へ
動
い
て
い
る
。

　
米
国
で
は
、
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
が
発
足
直
後
の
九
三
年
二
月
に

「
技
術
政
策
構
想
」
を
発
表
し
、
新
た
な
取
り
組
み
を
開
始
し
た
。

「
技
術
へ
の
投
資
は
、
米
国
の
未
来
へ
の
投
資
で
あ
る
」
と
い
う

一
文
で
始
ま
る
同
構
想
は
、
将
来
に
わ
た
つ
て
力
強
い
経
済
成
長
　
6
7
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を
続
け
る
た
め
の
最
大
の
カ
ギ
と
し
て
技
術
を
位
置
づ
け
、
技
術

政
策
を
「
新
方
向
」
へ
と
拡
充
し
て
い
く
方
針
を
示
し
た
も
の
で

あ
る
。
そ
こ
で
い
う
新
方
向
と
は
、
基
礎
科
学
や
軍
事
技
術
を
中
一

し
と
し
た
冷
戦
時
代
の
技
術
政
策
か
ら
、
世
界
市
場
に
お
付
る
米

国
産
業
の
競
争
力
強
化
に
主
眼
を
置
く
技
術
政
策
へ
の
転
換
を
意

味
し
て
い
た
。
以
後
、
米
国
政
府
は
、
産
業
技
術
分
野
へ
の
コ
、
、
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

ツ
ト
メ
ン
ト
を
さ
ま
ざ
ま
に
拡
大
し
て
い
く
。

　
［
口
本
で
は
、
九
五
年
一
一
月
に
科
学
技
術
基
本
法
が
制
定
さ
れ
、

二
一
世
紀
の
「
科
学
技
術
創
造
立
国
」
を
目
指
す
総
合
的
．
計
画

的
な
取
り
組
み
が
開
始
さ
れ
た
。
そ
の
青
写
真
と
し
て
九
六
年
七

月
二
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
科
学
技
術
基
本
計
画
」
に
は
、
欧

米
先
進
諸
国
と
比
べ
て
日
本
が
劣
る
部
分
を
強
化
す
る
た
め
の
諸

施
策
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
研
究
開
発
の
政
府
負
担
額
の
拡
充

（
二
一
世
紀
初
頭
に
対
G
D
P
比
率
で
欧
米
主
要
国
並
み
の
一
％

程
度
に
引
き
上
げ
る
こ
と
）
、
老
朽
化
し
た
研
究
施
設
．
設
備
の

改
修
改
善
を
は
じ
め
と
す
る
研
究
環
境
の
全
般
的
整
備
、
国
や
大

学
の
研
究
成
果
の
民
問
に
お
け
る
活
用
を
促
進
す
る
た
め
の
知
的

財
産
権
法
整
備
、
国
内
外
の
優
秀
な
研
究
者
を
惹
き
つ
け
る
中
核

的
研
究
拠
点
（
C
O
E
一
セ
ン
タ
ー
・
オ
ブ
．
エ
ク
セ
レ
ン
ス
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

の
育
成
支
援
制
度
な
ど
で
あ
る
。

　
欧
州
で
は
、
各
国
が
独
白
の
技
術
政
策
を
実
施
す
る
一
方
で
、

汎
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
規
模
の
共
同
R
＆
D
計
画
も
精
カ
的
に
展
開
さ
れ

て
い
る
。
E
C
（
欧
州
共
同
体
）
は
八
四
年
、
欧
州
産
業
界
の
技

術
基
盤
の
強
化
を
目
標
に
、
そ
れ
ま
で
個
々
に
行
わ
れ
て
い
た
R

＆
D
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
「
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
．
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と

し
て
束
ね
、
技
術
政
策
の
共
通
化
を
推
進
し
た
。
E
U
（
欧
州
連

合
）
と
な
っ
た
現
在
は
、
第
五
次
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
．
フ
ロ
ク
ラ

ム
（
一
九
九
八
壬
二
〇
〇
二
年
）
を
実
施
中
で
あ
る
。
E
U
以
外

の
欧
州
諸
国
も
参
加
す
る
R
＆
D
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
は
、
欧
州

二
六
カ
国
の
政
府
・
産
業
界
が
参
加
し
て
産
業
技
術
分
野
の
共
同

R
＆
D
を
行
う
ユ
ー
レ
カ
（
向
d
刃
向
内
＞
）
が
有
名
で
あ
る
。
と

く
に
大
規
模
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
に
、
マ
イ
ク
ロ
ェ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
分
野
の
J
E
S
S
I
（
－
o
ぎ
↓
向
冒
o
肩
竃
ω
⊆
σ
∋
－
、

s
g
ω
旨
o
昌
，
三
算
～
⑦
）
が
あ
り
、
こ
れ
は
九
六
年
六
月
よ

り
M
E
D
E
A
（
ζ
－
R
o
－
雪
8
言
〇
三
8
0
①
く
①
－
o
o
冒
①
暮
｛
o
H

向
胃
O
葛
竃
＞
O
昌
8
ご
昌
）
に
継
承
さ
れ
た
。

　
ア
ジ
ア
諸
国
も
例
外
で
は
な
い
。
マ
レ
ー
シ
ア
は
九
六
年
に
、

同
国
を
ア
ジ
ア
に
お
け
る
先
端
技
術
開
発
の
中
心
地
と
す
る
こ
と

を
狙
っ
た
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
・
ス
ー
パ
ー
・
コ
リ
ド
ー
（
M
S

C
）
計
画
を
発
表
し
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
「
I
T
（
惰
報
技
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術
）
2
0
0
0
L
構
想
の
一
環
と
し
て
、
全
国
を
高
速
ケ
ー
ブ
ル

で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
す
る
「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
ワ
ン
」
計
画
を
推

進
中
で
あ
る
。
台
湾
は
九
五
年
に
、
同
国
を
ア
ジ
ア
の
「
ハ
イ
テ

ク
．
ア
イ
ラ
ン
ド
」
化
す
る
ア
ジ
ア
太
平
洋
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
・

セ
ン
タ
ー
計
画
を
開
始
し
た
。
中
国
も
九
六
年
か
ら
の
第
九
次
五

カ
年
計
画
に
、
情
報
通
信
技
術
の
振
興
を
と
く
に
重
視
し
て
盛
り

込
ん
で
い
る
。

　
（
2
）
　
民
間
主
導
・
官
民
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

　
し
か
し
な
が
ら
同
時
に
、
各
国
に
お
い
て
旧
テ
ク
ノ
・
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
型
の
国
家
主
導
の
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
政
策
は
減
少
し
、

基
本
的
に
民
間
企
業
に
研
究
開
発
の
主
導
権
を
委
ね
る
方
針
へ
の

転
換
が
み
ら
れ
る
。
新
た
な
役
割
を
模
索
す
る
今
日
の
政
府
は
、

「
官
民
バ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
の
重
要
性
を
強
調
す
る
。

　
官
民
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
、
も
と
も
と
日
本
の
産
業
技
術
政

策
の
「
お
家
芸
」
の
よ
う
に
海
外
で
は
み
な
さ
れ
て
き
た
。
一
九

七
五
｛
八
一
年
の
超
L
S
I
技
術
研
究
組
合
は
、
通
産
省
と
参
加

企
業
が
研
究
開
発
費
を
折
半
し
、
目
本
の
半
導
体
産
業
が
八
O
年

代
半
ぱ
に
米
国
を
逆
転
す
る
ま
で
に
成
長
す
る
技
術
基
盤
を
築
い

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　
日
本
の
成
功
は
や
が
て
、
欧
米
に
も
同
種
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

設
立
さ
せ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。
米
国
は
伝
統
的
に
非
軍
事
技

術
分
野
で
の
民
間
支
援
に
消
極
的
で
あ
っ
た
が
、
八
七
年
に
商
業

技
術
分
野
で
初
の
官
民
コ
ン
ソ
ー
シ
ァ
ム
、
S
E
M
A
T
E
C
H

パ
半
導
体
製
造
技
術
）
を
設
立
し
た
。
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
が
九
三

年
に
発
表
し
た
技
術
政
策
構
想
で
は
、
官
民
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

が
構
想
の
柱
の
一
つ
と
さ
れ
る
ま
で
に
な
づ
て
い
る
。

　
そ
の
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
が
米
国
に
お
け
る
官
民
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
の
最
大
の
成
功
例
と
し
て
誇
示
し
て
き
た
の
が
、
A
T
P

（
先
端
技
術
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
米
国
経
済
全
体

へ
の
大
き
な
波
及
効
果
が
期
待
で
き
る
基
盤
的
技
術
の
創
成
と
事

業
化
を
目
指
す
民
間
企
業
に
対
し
、
研
究
開
発
費
の
約
半
分
を
連

邦
政
府
が
助
成
す
る
制
度
で
あ
る
。
研
究
の
立
案
か
ら
実
施
ま
で
、

実
際
の
主
導
権
は
企
業
自
身
が
握
る
。
し
か
し
、
不
確
実
性
の
高

い
基
盤
的
技
術
を
開
発
す
る
コ
ス
ト
と
リ
ス
ク
を
民
問
企
業
だ
け

で
は
負
担
し
き
れ
な
い
可
能
性
に
鑑
み
、
政
府
が
資
金
面
で
「
パ

ー
ト
ナ
i
」
役
を
務
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
制
度
開
始
か

ら
九
七
年
ま
で
に
、
A
T
P
に
は
三
〇
〇
〇
件
を
越
え
る
応
募
が

あ
り
、
三
五
二
の
ブ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
官
民
合
わ
せ
て
二
三
億

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

ド
ル
余
り
が
投
じ
ら
れ
て
き
た
。

　
欧
州
で
も
、
汎
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
規
模
の
R
＆
D
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
多

ω
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く
が
官
民
共
同
出
資
の
形
で
運
営
さ
れ
て
い
る
。
八
五
年
に
開
始

さ
れ
た
ユ
ー
レ
カ
に
は
、
九
五
年
ま
で
の
合
計
六
五
〇
件
の
研
究

開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
約
二
四
〇
〇
の
民
問
企
業
が
参
加
し
、
、
一

四
五
億
E
C
U
が
投
入
さ
れ
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
立
案
と
実
施

は
、
A
T
P
の
場
合
と
同
じ
く
、
企
業
自
身
が
担
う
。
政
府
側
は

応
募
案
件
の
中
か
ら
有
望
と
判
断
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
、

研
究
開
発
費
の
約
半
分
を
助
成
す
る
。

　
（
3
）
　
国
際
的
開
放

　
旧
テ
ク
ノ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
型
の
R
＆
D
助
成
金
は
、
自
国

企
業
（
自
国
民
が
経
営
・
所
有
す
る
企
業
）
の
み
に
提
供
さ
れ
て

い
た
。
し
か
し
今
日
で
は
、
多
く
の
政
府
助
成
R
＆
D
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
国
際
化
、
す
な
わ
ち
外
国
の
企
業
や
研
究
機
関
の
参
加
を
受

け
入
れ
る
方
向
へ
転
換
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
純
然
た
る
テ
ク

ノ
・
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
と
も
異
な
り
、
一
定
の
条
件
下
で
の
み
受

け
入
れ
て
い
る
点
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
米
国
の
A
T
P
は
、
米
国
企
業
だ
け
で
な
く
、
外
国
企
業
（
非

米
国
市
民
が
経
営
・
所
有
権
の
過
半
数
を
有
す
る
企
業
）
の
米
国

子
会
社
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加
も
歓
迎
し
て
い
る
。
一
九
九
〇
∫

九
七
年
度
の
八
年
問
に
は
、
合
計
二
九
件
の
A
T
P
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
ヘ
、
＝
一
カ
国
か
ら
、
の
べ
…
二
社
の
在
米
外
資
系
企
業
が
参

加
し
た
。
在
米
外
資
系
企
業
は
A
T
P
の
ほ
か
、
や
は
り
連
邦
政

府
が
出
資
す
る
C
R
A
D
A
（
o
g
o
君
『
き
く
①
零
ω
①
胃
9
印
巨

○
雲
①
一
ε
∋
①
算
＞
o
q
『
霊
昌
昌
↓
眈
）
や
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
が
主
管

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

す
る
R
＆
D
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
参
加
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　
日
本
は
長
ら
く
産
業
技
術
政
策
の
閉
鎖
性
を
批
判
さ
れ
続
け
て

き
た
が
、
近
年
で
は
科
学
技
術
創
造
立
国
を
目
指
す
上
で
、
「
開

か
れ
た
研
究
社
会
の
創
造
」
を
最
重
要
課
題
の
一
つ
に
掲
げ
る
よ

　
　
　
　
（
7
）

う
に
な
っ
た
。
す
で
に
い
く
つ
か
の
政
府
助
成
R
＆
D
プ
ロ
グ
ラ

ム
ヘ
の
参
加
が
、
非
目
系
企
業
に
開
放
さ
れ
て
い
る
。
通
産
省
が

出
資
す
る
最
大
規
模
の
産
業
R
＆
D
プ
ロ
グ
ラ
ム
．
「
ニ
ュ
ー
サ
ン

シ
ャ
イ
ン
計
画
」
で
は
、
四
つ
の
ブ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
、
米
国
、
英

国
、
カ
ナ
ダ
、
ド
イ
ツ
の
企
業
や
大
学
、
研
究
機
関
が
参
加
し
て

い
る
。
同
じ
く
通
産
省
の
「
産
業
科
学
技
術
研
究
開
発
制
度
」
に

は
、
九
七
年
度
に
進
行
中
の
二
一
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
う
ち
二
二
件

に
、
在
日
子
会
社
の
な
い
外
国
企
業
や
外
国
の
大
学
、
研
究
機
関

が
参
加
し
た
。
日
本
版
A
T
P
と
も
い
え
る
「
基
盤
技
術
研
究
促

進
セ
ン
タ
ー
事
業
」
に
も
、
米
国
企
業
と
ド
イ
ツ
企
業
の
在
目
子

会
社
が
参
加
し
て
い
る
。

　
E
U
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
も
と
も
と
域
内

諸
国
家
間
の
協
力
の
推
進
を
目
標
に
掲
げ
て
き
た
が
、
E
U
域
外

〃
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の
欧
州
諸
国
や
、
欧
州
以
外
の
国
々
と
の
協
力
に
も
積
極
的
で
あ

る
。
代
表
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
で
あ
る
E
S
P
R
I
T

（
向
冒
o
篶
彗
ω
言
呉
晶
ざ
？
o
o
q
轟
昌
｝
o
『
刃
窃
①
胃
g
彗
α
∪
①
一

く
9
o
o
昌
①
葦
巨
巨
h
昌
昌
呉
－
o
目
↓
①
o
ゴ
目
o
－
o
o
q
｝
）
に
は
I
B
M

と
富
士
通
が
参
加
し
て
い
る
。
汎
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
規
模
の
ユ
ー
レ
カ

で
も
、
欧
州
二
五
力
国
の
企
業
と
と
も
に
、
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
企

業
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　
マ
レ
ー
シ
ア
は
、
M
S
C
計
画
の
当
初
か
ら
I
B
M
や
ヒ
ュ
ー

レ
ッ
ト
．
バ
ッ
カ
ー
ド
と
い
っ
た
世
界
の
巨
大
企
業
の
経
営
者
を

政
府
顧
問
委
員
会
に
招
き
、
外
資
系
企
業
の
誘
致
に
努
め
て
き
た
。

九
九
年
七
月
ま
で
に
二
二
八
企
業
と
、
M
S
C
へ
の
投
資
・
進
出

に
関
す
る
契
約
を
結
ん
で
い
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
香
港
な
ど
、

近
隣
の
ア
ジ
ア
諸
国
も
、
世
界
の
ハ
イ
テ
ク
企
業
を
呼
び
込
も
う

と
、
誘
致
合
戦
を
繰
り
広
げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
技
術
政
策
の
国
際
的
開
放
が
進
み
つ
つ
あ
る
も
の

の
、
そ
れ
は
一
定
条
件
を
付
し
た
上
で
の
開
放
で
あ
る
点
が
重
要

で
あ
る
。
最
近
O
E
C
D
が
発
表
し
た
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
最
も

多
く
見
ら
れ
る
条
件
の
一
つ
に
、
「
国
内
に
研
究
開
発
・
生
産
拠

点
を
有
す
る
外
資
系
企
業
」
の
み
に
政
府
助
成
R
＆
D
プ
ロ
グ
ラ
．

ム
ヘ
の
参
加
を
認
め
る
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
前
述
の
と
お
り
A

T
P
で
は
、
「
在
米
」
外
資
系
企
業
に
し
か
参
加
資
格
が
与
え
ら

れ
て
い
な
い
。
も
う
一
つ
よ
く
あ
る
条
件
が
「
研
究
成
果
の
国
内

利
用
」
で
、
A
T
P
で
は
、
政
府
助
成
金
を
受
け
て
行
っ
た
研
究

開
発
か
ら
生
ま
れ
た
新
技
術
を
製
品
や
製
造
工
程
に
適
用
す
る
際

に
、
米
国
内
の
生
産
拠
点
を
利
用
し
た
り
、
米
国
業
者
に
発
注
す

る
よ
う
求
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
相
互
主
義
」
条
項
を
設
け
て

い
る
場
合
も
多
い
。
A
T
P
は
、
外
資
系
企
業
の
参
加
条
件
と
し

て
、
そ
の
企
業
の
本
国
政
府
が
行
う
R
＆
D
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
米
国

企
業
の
参
加
が
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。

　
O
E
C
D
の
報
告
書
は
、
以
上
の
よ
う
な
条
件
は
米
国
の
A
T

P
だ
け
で
な
く
、
O
E
C
D
諸
国
の
政
府
助
成
R
＆
D
プ
ロ
グ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
〕

ム
に
広
く
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
（
4
）
　
国
際
レ
ジ
ー
ム
の
整
備

　
国
境
を
越
え
た
技
術
お
よ
び
研
究
開
発
ア
ク
タ
ー
の
交
流
が
盛

ん
に
な
る
ほ
ど
、
国
際
的
な
ル
ー
ル
整
傭
と
国
家
聞
の
政
策
調
整

の
必
要
性
も
高
ま
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
貿
易
、
知
的
財
産
権
、
投
資

な
ど
技
術
振
興
に
関
わ
る
多
く
の
政
策
領
域
に
お
い
て
、
公
正
か

つ
安
定
し
た
「
国
際
レ
ジ
ー
ム
」
の
要
請
が
高
ま
り
、
政
府
の
外

交
努
力
が
活
発
化
し
て
い
る
。

　
国
際
貿
易
に
関
し
て
は
、
一
連
の
G
A
T
T
多
角
的
貿
易
交
渉

η
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に
よ
り
各
国
の
保
護
主
義
的
な
関
税
は
大
幅
に
引
き
下
げ
ら
れ
、

非
関
税
障
壁
の
多
く
も
東
京
ラ
ウ
ン
ド
以
降
、
一
定
の
国
際
ル
ー

ル
の
下
に
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
一
方
で
、
い
わ
ゆ

る
ハ
イ
テ
ク
貿
易
摩
擦
の
火
種
が
取
り
除
か
れ
た
わ
け
で
は
決
し

て
な
い
。
あ
か
ら
さ
ま
な
テ
ク
ノ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
的
保
護
貿

易
政
策
は
影
を
潜
め
た
も
の
の
、
よ
り
目
に
見
え
に
く
い
措
置

（
日
本
の
商
慣
行
な
ど
）
や
、
一
方
的
措
置
（
米
国
通
商
法
の
反

ダ
ン
ピ
ン
グ
法
や
ス
ー
パ
⊥
二
〇
一
条
な
ど
）
が
、
多
国
問
．
二

国
間
の
通
商
協
議
で
争
点
と
な
り
続
け
て
い
る
。

　
知
的
財
産
権
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
特
許
や
著
作
権
、
ノ

ウ
ハ
ウ
が
国
境
を
越
え
て
盛
ん
に
取
引
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
結

果
、
知
的
財
産
権
制
度
の
国
際
的
調
和
（
ハ
ー
モ
ニ
ゼ
ー
シ
ヨ

ン
）
が
国
家
間
の
交
渉
テ
ー
マ
と
し
て
重
要
性
を
増
し
、
ウ
ル
グ

ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
に
お
け
る
貿
易
関
連
知
的
財
産
権
（
T
R
I

P
）
協
定
の
締
結
後
も
、
W
T
O
や
W
I
P
O
な
ど
の
場
で
協
議

が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
特
許
出
願
様
式
の
国
際
的
統
一
や
特
許
の

国
際
的
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
整
備
な
ど
、
手
続
き
面
に
お
い
て
は
ハ
ー

モ
ニ
ゼ
ー
シ
。
ヨ
ン
交
渉
に
か
な
り
の
進
展
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、

よ
り
突
っ
込
ん
だ
原
則
・
規
範
に
関
わ
る
部
分
で
は
、
米
国
の
先

発
明
主
義
と
日
欧
そ
の
他
諸
国
の
先
願
主
義
と
の
対
立
、
先
進
国

全
般
の
プ
ロ
バ
テ
ン
ト
姿
勢
と
途
上
国
全
般
の
ア
ン
チ
バ
テ
ン
ト

婆
勢
と
の
対
立
な
ど
が
、
依
然
と
し
て
解
け
ず
に
い
る
。

　
投
資
に
つ
い
て
も
、
ウ
ル
グ
ア
イ
ニ
フ
ウ
ン
ド
で
貿
易
関
連
投

資
措
置
（
T
R
I
M
）
が
新
交
渉
分
野
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、

そ
の
後
も
O
E
C
D
な
ど
の
場
で
活
発
に
議
論
さ
れ
続
け
て
い
る
。

旧
テ
ク
ノ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
も
と
で
は
、
外
国
企
業
に
よ
る

自
国
ハ
イ
テ
ク
企
業
の
買
収
が
自
国
の
技
術
基
盤
を
損
な
う
の
で

は
な
い
か
と
懸
念
．
さ
れ
続
け
た
が
、
今
日
で
は
、
各
国
は
技
術
と

資
金
を
も
つ
外
国
企
業
を
積
極
的
に
誘
致
す
る
姿
勢
に
転
じ
て
い

る
。
し
か
し
、
残
存
す
る
各
国
の
相
違
（
内
国
民
待
遇
の
適
用
範

囲
や
ロ
ー
カ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
に
関
す
る
規
制
な
ど
）
を
統
一
す
る

協
議
は
難
航
し
て
お
り
、
O
C
E
D
の
多
国
間
投
資
協
定
（
M
A

I
）
交
渉
も
暗
礁
に
乗
り
上
げ
て
い
る
。

　
一
般
に
、
テ
ク
ノ
・
ナ
シ
ヨ
ナ
リ
ズ
ム
は
国
家
問
の
対
立
を
助

長
し
や
す
く
、
テ
ク
ノ
・
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
は
国
際
協
調
の
促
進

要
因
と
な
り
や
す
い
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
規
模
で

研
究
開
発
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
今
日
、
国
際
レ
ジ
ー
ム
が
不

在
の
ま
ま
で
あ
れ
ぱ
、
い
ず
れ
の
国
の
ア
ク
タ
ー
も
不
利
益
を
被

る
。
そ
れ
ゆ
え
国
際
協
調
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
、
テ
ク
ノ
．
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
描
い
た
シ
ナ
リ
オ
よ
り
も
は
る
か
に
高
ま
っ
て

π
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表13つのrイズム」の比較

テクノ’ テクノ． ネオ・テクノ’

ナシ目ナリズム グローバリズム ナショナリズム

技術政策の グ回一パル化の影響 グローバル化の動き グローパル化の動き
究極的目標 を遮断してナショナ を利用してグローバ を利用してナシ目ナ

ル・インタレスト ル・インタレストを ル・インタレストを
（国益）を増進させ 増進させること 増進させること

ること

技術政策における 政府主導型 民間主導型 官民パートナーシッ
官民関係 プ型

技術政策における 閉鎖的 開放的 一定条件下で開放的
対外的姿勢

国際協調／国際対立 国際対立を 国際協調の 対立と協調の可能性
の見通し 助長しがち 発展に寄与 がともに増大

め約に彗口　らム
るもつ21「説の上　　あい冒　グ明興述
するてoリロす隆のなのは目ゼ　るをよ
わで　と1力こ’う
ち’す　シリとrな　　　　で定目ゼが技特
技こに義　」・術徴
聾蔦笑茗ぺ藷㍗
易代な　　ンと口つの表文前　L次　ネ
笑要繋芸い碧㍗
’指存グセつ目ゼテ
海標在ロシ　的　ク
外を　し　　　葉でシ　ノ
ヘ列　　　ヨをあヨ
の挙まリン　るンナ
特すたぜの　　　L　シ
許る紙　　共　　　の　ヨ
出に幅ソ進で　進ナ
願とのヨgは　展リ
のど制ン9グ　かズ

技
術
の

グ

ロ

カ

リ
セ“

シ

ヨ

ン

た

の

が
表
1
で
あ

る

以
上
を

ま

と

め

て

つ
の

「
イ

ズ

ム

L
の
特
徴
を

対
比
さ

せ

が策
と　調
も　整

に　の

拡必
大要
し性
て　が
い　局
る　ま

。る

　　と

　　に
　　よ

　　り

ナ

リ

ズ

ム

の
も

と

で
は

国
際
的
な
ノレ

ノレ

対整
立備
と　と

協国
調家
の　問

機の
会政

易　のい
に　予　る

実想　と
現　と　い
す　も　え
る　異　る
こ　な

と　り　し

も　’か
あ世　し
り　界一
え　的方
な　な　で

い利
。益　テ

ネ　の　ク
オ　調　ノ

・和
ア　が　グ
ク　自　ロ

ノ　動　1
　　的バ
ナ　か　リ
ソ　　つ　　ス

ヨ容ム
73
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増
加
、
企
業
に
よ
る
研
究
開
発
拠
点
の
国
際
展
開
、
国
際
戦
略
提

携
の
爆
発
的
な
広
が
り
、
研
究
者
同
士
の
国
際
交
流
の
活
発
化
な

ど
が
、
国
境
を
越
え
た
技
術
の
往
来
が
い
か
に
活
発
化
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

か
を
示
す
指
標
と
し
て
周
い
ら
れ
て
き
た
。

　
こ
う
し
た
技
術
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ヨ
ン
の
規
模
と
影
響
が
、

軽
視
し
え
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し

こ
こ
で
強
調
し
た
い
の
は
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ヨ
ン
は
一
つ
の

プ
ロ
セ
ス
の
片
側
に
す
ぎ
ず
、
も
う
一
方
の
側
面
で
あ
る
ロ
ー
ヵ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
併
せ
て
分
析
し
な
け
れ
ば
、
今
日
の
国
際
政
治

経
済
に
生
じ
て
い
る
変
化
の
本
質
を
捉
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ヨ
ン
が
国
境
を
越
え
た
技
術
の
拡
散
で
あ

る
と
す
れ
ば
、
ロ
ー
カ
リ
ゼ
ー
シ
目
ン
は
特
定
の
一
部
地
域
へ
の

技
術
の
集
積
を
意
味
す
る
。
そ
の
典
型
が
カ
リ
フ
才
ル
ニ
ア
州
の

シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
で
、
半
導
体
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
技
術
の
集
積
地

と
し
て
よ
く
知
ら
れ
る
。
そ
の
ほ
か
米
国
で
は
、
ボ
ス
ト
ン
近
郊

の
二
二
八
号
線
地
区
L
は
惰
報
通
信
技
術
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

「
シ
リ
コ
ン
・
ア
レ
ー
」
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
技
術
、
、
、
、
ネ

ア
ポ
リ
ス
の
「
メ
デ
ィ
カ
ル
・
ア
レ
ー
」
は
医
療
機
器
関
連
技
術

の
ロ
ー
カ
リ
ゼ
ー
シ
ヨ
ン
が
進
ん
で
い
る
例
で
あ
る
。

　
技
術
の
ロ
ー
カ
リ
ゼ
i
シ
ヨ
ン
は
、
一
国
内
だ
け
で
な
く
、
国

際
的
に
も
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
。
伝
統
的
に
化
学
産
業
の
競
争

カ
が
強
い
ド
イ
ツ
に
は
、
化
学
メ
ー
力
1
の
R
＆
D
部
門
が
海
外

か
ら
も
集
ま
り
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
化
学
産
業
技
術
の
さ
ら
な
る

強
化
に
寄
与
し
て
い
る
。
同
じ
こ
と
が
、
英
国
の
バ
イ
オ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
、
米
国
の
情
報
通
信
技
術
や
航
空
宇
宙
技
術
、
日
本
の
家

電
産
業
技
術
や
製
造
技
術
、
イ
ン
ド
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
技
術

な
ど
に
つ
い
て
も
当
て
は
ま
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
い
わ
ゆ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
に
つ
い
て
抱
か
れ
て

き
た
一
般
的
イ
メ
ー
ジ
は
、
輸
送
・
情
報
通
信
コ
ス
ト
の
劇
的
な

低
下
に
よ
っ
て
、
国
境
に
制
約
さ
れ
な
い
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
活

動
範
囲
が
広
が
り
、
や
が
て
は
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
け
る
事
実
上
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

「
距
離
の
消
滅
」
が
実
現
す
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

で
は
な
ぜ
、
「
グ
ロ
ー
バ
ル
」
と
は
反
対
の
、
「
ロ
ー
カ
ル
」
へ
と

向
か
う
動
き
が
同
時
進
行
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は

そ
の
理
由
を
三
点
に
要
約
し
て
み
る
。

　
第
一
に
、
研
究
者
問
（
ま
誌
『
・
罵
冨
o
冨
－
）
の
レ
ベ
ル
で
考
え

る
と
、
技
術
が
も
つ
「
知
識
」
と
し
て
の
特
性
に
よ
り
、
地
理
的

近
接
性
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
技
術
、
含
め

て
知
識
は
、
コ
ー
ド
化
さ
れ
た
知
識
（
8
昌
饒
a
ぎ
〇
三
＆
o
q
①
）

と
暗
黙
知
（
冨
o
岸
斥
目
〇
三
＆
①
q
①
）
と
に
区
別
さ
れ
う
る
。
前
者

μ
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は
文
章
や
数
式
、
図
表
な
ど
に
表
さ
れ
た
知
識
の
こ
と
で
、
比
較

的
容
易
に
（
つ
ま
り
論
文
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
を
通
じ
て
）
伝
達

が
可
能
で
あ
る
。
一
方
、
暗
黙
知
と
は
、
コ
ー
ド
化
さ
れ
る
以
前

の
、
ま
だ
研
究
者
の
頭
の
中
に
漠
然
と
し
た
ア
イ
デ
ィ
ア
や
雛
型

の
ま
ま
と
ど
ま
っ
て
い
る
も
の
で
、
同
じ
職
場
で
日
常
的
に
共
同

作
業
や
意
兄
交
換
を
し
て
い
る
研
究
者
同
士
だ
け
が
共
有
で
き
る

類
の
知
識
で
あ
る
。
真
に
革
新
的
な
技
術
の
萌
芽
は
、
そ
の
よ
う

な
暗
黙
知
の
中
に
宿
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
技
術
が
高
度
化
・

複
雑
化
す
る
に
つ
れ
、
「
研
究
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
」
の
メ
ン
バ
ー

と
し
て
暗
黙
知
に
ア
ク
セ
ス
す
る
必
要
性
が
高
ま
り
、
そ
れ
が
特

定
の
場
所
に
研
究
者
の
集
合
体
を
生
み
出
し
て
い
る
誘
因
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
第
二
に
、
企
業
問
（
ヲ
詩
『
－
～
昌
）
お
よ
ぴ
産
業
問
（
巨
8
『
・

一
巨
冨
↓
q
）
の
レ
ベ
ル
で
は
、
比
較
的
狭
い
地
域
に
企
業
が
密

集
す
る
こ
と
に
よ
う
て
得
ら
れ
る
シ
ナ
ジ
ー
効
果
の
重
要
性
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
マ
イ
ケ
ル
・
ポ
ー
タ
ー
は
そ
れ
を
、
「
ク
ラ
ス

タ
ー
（
群
）
」
と
い
う
概
念
で
説
明
し
た
。
ク
ラ
ス
タ
ー
と
は
、

相
互
に
関
連
の
深
い
多
く
の
企
業
や
組
織
（
川
上
・
川
下
企
業
、

顧
客
、
大
学
、
政
府
機
関
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
、
職
業
訓
練
所
、
業

界
団
体
な
ど
）
が
特
定
地
域
に
集
中
し
て
い
る
状
態
を
い
う
。
そ

れ
ら
が
一
地
域
に
集
ま
っ
て
競
争
と
協
働
を
続
け
る
こ
と
で
、
最

新
技
術
惰
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
、
市
場
二
ー
ズ
の
把
握
、
資
材
・
人

材
の
調
達
な
ど
が
よ
り
効
率
的
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
単
純
和

を
越
え
た
効
果
を
発
揮
す
る
。
し
か
も
ク
ラ
ス
タ
ー
枇
ひ
と
た
び

形
成
さ
れ
る
と
、
一
種
の
自
己
強
化
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
働
き
、
ま
す

ま
す
多
く
の
企
業
を
惹
き
つ
け
、
さ
ら
な
る
シ
ナ
ジ
ー
効
果
を
発

揮
す
る
よ
う
に
な
る
。
ク
ラ
ス
タ
ー
の
成
員
た
る
企
業
は
、
遠
隔

地
の
企
業
が
手
に
入
れ
ら
れ
な
い
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
し
、
そ
れ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

競
争
力
の
源
泉
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
第
三
に
、
国
家
問
（
一
巨
g
．
畠
ご
o
冨
－
）
レ
ベ
ル
で
み
る
と
、

技
術
の
発
展
経
路
の
大
部
分
が
「
ナ
シ
ヨ
ナ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
．
シ
ス
テ
ム
（
N
I
S
）
」
に
根
差
し
て
い
る
こ
と
が
、
ロ
ー

カ
リ
ゼ
ー
シ
ヨ
ン
の
推
進
力
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
N

I
S
と
は
、
そ
の
国
に
お
け
る
研
究
開
発
活
動
を
取
り
巻
く
政
治

的
、
経
済
的
、
社
会
的
な
諸
制
度
の
総
体
を
い
い
、
政
府
が
行
う

．
科
学
技
術
政
策
や
産
業
政
策
、
通
商
政
策
の
ほ
か
、
企
業
間
関
係
一

産
官
学
の
関
係
、
金
融
制
度
、
税
制
、
法
制
度
、
教
育
制
度
な
ど
、

公
式
．
非
公
式
の
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
が
合
ま
れ
る
。
こ
れ
ら
諸
制

度
は
、
各
国
の
歴
史
や
文
化
に
よ
っ
て
形
作
ら
れ
て
き
た
も
の
で

あ
り
、
各
国
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
N
I
S
を
も
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

κ
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そ
し
て
、
た
と
え
研
究
開
発
の
直
接
的
な
担
い
手
は
企
業
で
あ
る

と
し
て
も
、
企
業
の
研
究
開
発
能
力
は
、
そ
の
企
業
が
置
か
れ
た

国
の
N
I
S
に
よ
っ
て
大
き
く
影
響
を
受
け
る
と
い
う
の
が
、
N

I
S
研
究
者
た
ち
の
議
論
で
あ
る
。
よ
り
良
い
N
I
S
を
も
つ
国

が
、
よ
り
多
く
の
企
業
を
外
国
か
ら
ひ
き
つ
け
、
さ
ら
な
る
技
術

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
“
〕

の
集
積
地
と
し
て
成
長
す
る
。

　
以
上
を
背
景
に
技
術
の
ロ
ー
カ
リ
ゼ
ー
シ
ヨ
ン
が
進
ん
で
い
る

わ
け
で
あ
る
が
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ヨ
ン
に
関
す
る
議
論
は
す

で
に
膨
大
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
多
く
は
ロ
ー
カ
リ
セ

ー
シ
ョ
ン
が
表
裏
一
体
と
な
っ
て
同
時
進
行
し
て
い
る
現
実
に
十

分
な
注
意
を
払
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ヨ
ン
と

ロ
ー
カ
リ
ゼ
ー
シ
ヨ
ン
が
、
と
も
に
今
日
の
国
家
に
影
響
を
与
え

て
い
る
点
が
重
要
な
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
影
響
で

あ
る
か
を
、
次
節
で
考
察
す
る
。

三

技
術
の
グ
ロ
ー
カ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と

ネ
オ
・
テ
ク
ノ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

　
以
下
で
は
、
技
術
の
グ
ロ
ー
カ
リ
ゼ
ー
シ
ヨ
ン
の
進
展
（
独
立

変
数
）
が
、
い
か
に
し
て
ネ
オ
ニ
ア
ク
ノ
・
ナ
シ
ヨ
ナ
リ
ズ
ム
の

興
隆
（
従
属
変
数
）
に
結
び
つ
き
う
る
の
か
に
つ
い
て
、
一
組
の

仮
説
を
提
示
し
て
み
る
。

　
ま
ず
仮
説
構
築
の
た
め
に
、
概
念
上
、
「
国
内
」
技
術
政
策
と

「
対
外
」
技
術
政
策
と
を
区
別
し
て
み
る
。
前
者
は
、
自
国
内
に

お
け
る
技
術
振
興
を
目
的
と
し
、
国
内
の
研
究
開
発
ア
ク
タ
ー

（
自
国
の
企
業
、
大
学
、
国
立
研
究
所
な
ど
）
を
直
接
の
対
象
と

し
て
立
案
・
実
施
さ
れ
る
施
策
を
指
す
こ
と
と
す
る
。
後
者
は
、

同
じ
く
自
国
の
技
術
振
興
を
目
的
と
し
つ
つ
も
、
海
外
の
ア
ク
タ

ー
（
外
国
政
府
、
外
国
企
業
、
外
国
の
大
学
や
研
究
所
）
を
対
象

と
し
て
立
案
・
実
施
さ
れ
る
施
策
を
指
す
こ
と
と
す
る
。

　
次
に
、
技
術
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ヨ
ン
と
ロ
ー
カ
リ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
が
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
形
で
、
し
か
も
同
時
に
、
国
家
の
技
術

政
策
に
影
響
を
与
え
る
も
の
と
仮
定
す
る
。
す
な
わ
ち
、
技
術
の

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ヨ
ン
の
影
響
が
国
内
技
術
政
策
と
対
外
技
術

政
策
の
両
方
に
現
れ
、
同
時
に
、
技
術
の
ロ
ー
カ
リ
ゼ
ー
シ
ヨ
ン

の
影
響
も
国
内
技
術
政
策
と
対
外
技
術
政
策
の
両
方
に
現
れ
る
も

の
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
で
、
技
術
の
「
グ
ロ
ー
カ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
が
技
術
政
策
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、
表
2

に
示
す
よ
う
な
2
x
2
の
表
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
ず
（
A
）
は
、
技
術
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ヨ
ン
が
国
内
技

術
政
策
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
の
仮
説
で
あ
る
。
国
境
を
越
え

κ
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表2技術のグローカリゼーションが技術政策に与える影響

国内技術政策への影響 対外技術政策への影響

技術のグ目一バリゼーシヨン
㈹ 民間主導・官民バート lB〕 国際レジ干ムの整備を

ナーシップ型への移行 目指す外交努力の強化

技術のローカリゼーシヨン
C〕 国内研究開発環境の改 o （一定条件付きの）対

善を目指す施策の拡充 外的開放性の増大

た
技
術
お
よ
び
研
究
開
発
ア
ク
タ
ー

の
拡
散
が
進
め
ぱ
、
そ
れ
ら
が
国
境

の
内
側
に
と
ど
ま
る
こ
と
を
前
提
と

し
て
行
わ
れ
て
い
た
か
つ
て
の
政
策

は
見
直
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
よ
う
。

企
業
が
海
外
に
研
究
所
を
設
立
し
た

り
、
外
国
企
業
と
提
携
し
た
り
、
特

許
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
海
外
に
輸
出
す
る

動
き
が
活
発
化
す
れ
ば
、
技
術
は
も

は
や
一
国
内
に
長
く
は
と
ど
ま
り
得

な
い
。
「
国
内
」
企
業
の
定
義
が
ぼ

や
け
て
い
く
な
か
、
旧
テ
ク
ノ
・
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
特
徴
的
な
政
府
主

導
型
の
国
内
技
術
政
策
は
有
効
性
を

　
　
　
　
　
　
（
帖
）

失
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
す
な
わ
ち
、

今
日
の
技
術
革
新
を
左
右
す
る
最
大

要
因
は
政
府
の
支
援
よ
り
も
グ
ロ
ー

パ
ル
市
場
で
の
競
争
で
あ
り
、
企
業

は
そ
の
こ
と
を
強
く
認
識
し
て
い
る
。

政
府
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
煩

雑
な
手
続
き
や
規
制
を
伴
う
助
成
措
置
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
れ

ら
規
制
を
撤
廃
し
、
企
業
が
み
ず
か
ら
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
セ
グ

ロ
ー
バ
ル
市
場
に
お
け
る
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
め
る
よ
う
に
環
境
を

整
え
る
こ
と
で
あ
る
。

　
し
か
し
一
方
で
、
競
争
が
グ
ロ
ー
バ
ル
規
模
に
拡
大
し
た
こ
と

に
よ
り
、
今
日
の
企
業
は
い
か
に
大
き
な
企
業
と
い
え
ど
も
、
も

は
や
に
単
独
で
は
研
究
開
発
の
コ
ス
ト
と
リ
ス
ク
を
負
担
レ
き
れ

な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
企
業
は
「
パ
ー
ト
ナ
ー
」
を
求
め
る

こ
と
と
な
る
。
最
終
製
品
の
開
発
を
視
野
に
入
れ
た
研
究
分
野
に

お
い
て
は
、
外
国
企
業
も
合
め
、
補
完
的
能
力
を
も
つ
他
の
企
業

と
提
携
す
る
道
が
選
ぱ
れ
る
。
一
方
、
よ
り
長
い
研
究
期
問
と
大

き
な
不
確
実
性
を
伴
う
基
礎
的
な
研
究
分
野
に
お
い
て
は
、
公
的

な
助
成
の
必
要
性
が
高
ま
る
。
し
か
し
こ
の
場
合
で
も
、
実
際
の

研
究
活
動
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
は
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
で
競
争
す
る

民
問
企
業
に
委
ね
、
政
府
は
資
金
面
だ
け
で
側
面
支
援
す
る
方
法
、

す
な
わ
ち
「
官
民
バ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
型
の
政
策
が
と
ら
れ
る

こ
と
と
な
る
。
以
上
を
要
す
る
に
、
他
の
条
件
が
同
じ
な
ら
ば
、

技
術
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ヨ
ン
は
、
民
問
企
業
の
イ
ニ
シ
ア
テ
．

イ
ブ
と
官
民
バ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
重
視
す
る
方
向
へ
と
、
国
内

技
術
政
策
を
シ
フ
ト
さ
せ
て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

77
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そ
の
一
方
で
、
技
術
の
グ
ロ
i
バ
リ
ゼ
ー
シ
ヨ
ン
は
、
対
外
技

術
政
策
に
お
い
て
、
国
際
的
な
ル
ー
ル
づ
く
り
や
政
策
調
整
へ
の

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
拡
大
す
る
よ
う
に
政
府
を
促
す
と
考
え
ら
れ

る
（
B
）
。
国
境
を
越
え
た
技
術
お
よ
ぴ
研
究
開
発
ア
ク
タ
ー
の

交
流
が
盛
ん
に
な
る
ほ
ど
、
公
正
か
つ
安
定
し
た
国
際
レ
ジ
ー
ム

を
整
備
す
る
必
要
性
が
高
ま
る
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
貿
易
、

知
的
財
産
権
、
投
資
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
争
点
領
域
で
、
政
府
問
交

渉
が
必
要
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
国
家
間
の

協
調
と
対
立
の
機
会
が
と
も
に
増
え
て
い
く
と
予
想
さ
れ
る
。
安

定
し
た
国
際
レ
ジ
ー
ム
が
不
在
の
ま
ま
で
は
、
自
国
企
業
が
研
究

開
発
成
果
か
ら
の
利
益
を
グ
ロ
ー
バ
ル
規
模
で
収
穫
し
、
技
術
開

発
能
カ
を
一
段
と
高
め
る
道
が
ふ
さ
が
れ
て
し
ま
う
。
そ
れ
ゆ
え

合
意
を
目
指
す
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ヨ
ン

の
進
展
と
と
も
に
強
ま
っ
て
い
く
と
予
想
さ
れ
る
。
し
か
し
各
国

は
、
あ
く
ま
で
も
「
自
国
し
の
利
益
を
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
で
増
進

さ
せ
る
道
を
確
保
せ
ん
と
し
て
交
渉
に
臨
む
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ

え
、
レ
ジ
ー
ム
の
具
体
的
な
あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て
対
立
が
激
化
す

る
こ
と
も
あ
り
う
る
。

　
同
時
に
、
技
術
の
ロ
ー
カ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
ほ
う
は
、
他
の
条

件
が
同
じ
な
ら
ば
、
ま
ず
国
内
技
術
政
策
に
お
い
て
、
国
内
研
究

開
発
環
境
の
整
備
・
改
善
の
た
め
に
政
府
の
コ
、
、
、
ツ
ト
メ
ン
ト
を

拡
大
さ
せ
る
方
向
へ
作
用
す
る
と
予
想
さ
れ
る
（
C
）
。
前
節
で

述
べ
た
よ
う
に
、
技
術
の
ロ
ー
カ
リ
ゼ
ー
シ
ヨ
ン
と
は
、
特
定
地

域
に
技
術
お
よ
び
研
究
開
発
ア
ク
タ
ー
が
集
積
し
て
い
く
現
象
を

い
う
。
国
家
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、
そ
の
よ
う
な
集
積
が
自
国

内
で
進
行
し
、
経
済
成
長
の
エ
ン
ジ
ン
と
し
て
働
く
こ
と
で
あ
る
。

自
国
内
に
口
－
カ
リ
ゼ
ー
シ
ヨ
ン
の
進
行
を
促
す
た
め
に
は
、
他

国
よ
り
も
優
れ
た
研
究
開
発
環
境
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。
言

い
か
え
れ
ぱ
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
．
シ
ス
テ
ム

（
N
I
S
）
を
改
善
し
、
よ
り
多
く
の
研
究
開
発
ア
ク
タ
ー
を
惹

き
つ
け
、
自
国
の
技
術
基
盤
が
強
化
さ
れ
る
よ
う
に
努
力
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
必
要
な
具
体
的
施
策
は
、
国
に
よ

っ
て
異
な
る
で
あ
ろ
う
。
N
I
S
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
合
ま

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
N
1
S
に
独
特
の
長
所
と
弱
点
が
あ
る
。

研
究
開
発
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
技
術
の
創
出
と
普
及
を
促
す
た
め

の
知
的
財
産
権
制
度
、
研
究
開
発
型
企
業
を
育
成
す
る
た
め
の
税

制
や
金
融
制
度
、
優
秀
な
科
学
者
や
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
確
保
す
る
た

め
の
教
育
・
職
業
訓
練
制
度
な
ど
、
い
か
な
る
施
策
に
、
い
か
な

る
優
先
順
位
で
取
り
組
む
か
は
、
各
国
の
N
I
S
の
現
況
に
よ
り

異
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
い
ず
れ
に
し
て
も
、
か
か
る
施
策
が

㎎
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ま
す
ま
す
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

　
自
国
内
に
技
術
の
ロ
ー
カ
リ
ゼ
L
シ
ョ
ン
を
促
す
た
め
に
は
、

海
外
か
ら
よ
り
多
く
の
研
究
開
発
ア
ク
タ
ー
や
資
金
を
呼
び
込
む

必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
海
外
の
ア
ク
タ
ー
に
対
し
て
、
旧
テ
ク

ノ
・
ナ
シ
司
ナ
リ
ズ
ム
的
な
障
壁
を
撤
廃
し
、
「
開
放
性
」
を
高

め
る
こ
と
が
、
対
外
技
術
政
策
に
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

（
D
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
開
放
性
だ
け
で
口
i
カ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

を
促
進
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
進
出
し
て
き
た
外
資
系
企
業
が

研
究
成
果
を
本
国
へ
持
ち
帰
っ
て
し
ま
う
だ
け
な
ら
ば
、
受
入
国

の
技
術
基
盤
や
経
済
全
体
へ
の
貢
献
は
期
待
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、

一
定
の
条
件
を
設
け
る
こ
と
に
な
る
。
政
府
助
成
R
＆
D
プ
ロ
グ

ラ
ム
ヘ
の
参
加
を
、
国
内
に
優
れ
た
研
究
施
設
を
も
つ
外
資
系
企

業
の
み
に
限
定
し
、
ま
た
研
究
成
果
の
利
用
を
一
定
期
問
は
国
内

の
み
に
限
定
す
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
誘
致
し
た
外
資
系
企
業
の
R

＆
D
活
動
か
ら
、
国
内
へ
の
波
及
効
果
（
共
同
研
究
を
通
じ
た
自

国
企
業
へ
の
シ
ナ
ジ
ー
効
果
、
国
内
生
産
の
拡
大
に
よ
る
雇
用
創

出
効
果
な
ど
）
を
よ
り
多
く
引
き
出
そ
う
と
試
み
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
相
互
主
義
条
項
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、
自
国
企
業
が
海

外
の
R
＆
D
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
同
等
の
参
加
機
会
を
与
え
ら
れ
る
よ

う
に
、
つ
ま
り
自
国
企
業
が
外
国
企
業
に
比
べ
て
不
利
な
立
場
に

置
か
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
工
夫
を
凝
ら
す
こ
と
と
な
る
。

　
要
約
す
れ
ぱ
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
技
術
の
グ
ロ
ー
バ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
、
他
の
条
件
が
同
じ
な
ら
ば
、
（
A
）
国
内
技
術

政
策
に
お
い
て
は
民
問
企
業
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
と
官
民
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
重
視
す
る
方
向
へ
、
（
B
）
対
外
技
術
政
策
に
お

い
て
は
国
際
レ
ジ
ー
ム
整
備
の
外
交
努
力
を
拡
張
す
る
方
向
へ
、

政
府
を
促
す
圧
力
と
し
て
作
用
す
る
。
一
方
、
技
術
の
ロ
ー
カ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
、
他
の
条
件
が
同
じ
な
ら
ば
、
（
C
）
国
内
技
術

政
策
に
お
い
て
は
国
内
研
究
開
発
環
境
の
改
善
に
よ
り
力
を
入
れ

る
方
向
へ
、
（
D
）
対
外
技
術
政
策
に
お
い
て
は
一
定
条
件
つ
き

で
国
際
的
開
放
を
進
め
る
方
向
へ
、
政
府
を
促
す
圧
力
と
し
て
作

用
す
る
。
（
A
）
か
ら
（
D
）
は
互
い
に
補
完
し
あ
い
、
全
体
と

し
て
、
技
術
の
「
グ
ロ
ー
カ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
に
対
す
る
国
家
の

戦
略
的
対
応
、
す
な
わ
ち
ネ
オ
ニ
ア
ク
ノ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の

政
策
を
形
成
す
る
。
技
術
の
グ
ロ
ー
カ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
今
後
さ

ら
に
進
め
ぱ
、
主
要
国
の
ネ
オ
ニ
ア
ク
ノ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
ヘ

の
傾
斜
も
ま
た
強
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

四
　
結
ぴ
に
か
え
て

前
述
の
モ
デ
ル
は
ま
だ
試
作
段
階
を
出
ず
、
さ
ら
な
る
精
織
化

四



一橋論叢 第123巻第1号 平成12年（2000年）1月号　（80）

の
努
カ
を
要
す
る
。
と
り
わ
け
、
独
立
変
数
と
従
属
変
数
の
相
互

作
用
に
つ
い
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
本
稿
で
は
技
術
の
グ
ロ

ー
カ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
国
家
の
政
策
に
与
え
て
い
る
影
響
の
み
に

焦
点
を
当
て
た
が
、
逆
に
、
国
家
の
政
策
が
技
術
の
グ
ロ
ー
カ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
。
の
進
展
に
影
響
を
与
え
て
も
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま

た
、
異
な
る
国
々
、
異
な
る
産
業
セ
ク
タ
ー
、
異
な
る
時
期
区
分

に
も
本
稿
の
モ
デ
ル
が
当
て
は
ま
る
か
ど
う
か
、
詳
細
な
事
例
研

究
に
よ
り
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。
か
か
る
精
綴
化
作
業
に
取
り

組
み
続
け
る
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
以
下
の
二
点
で
、
よ
り
広
く

国
際
関
係
理
論
の
前
進
に
も
寄
与
し
う
る
と
思
わ
れ
る
。

　
第
一
点
は
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
国
家
の
変
容
に
関
す
る

議
論
へ
の
寄
与
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
は
近
年
の
国

際
政
治
経
済
学
に
お
い
て
主
要
論
争
点
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
問

題
で
あ
る
。
世
界
経
済
の
統
合
に
よ
り
国
家
が
「
消
滅
」
す
る
と

い
っ
た
極
論
は
ほ
と
ん
ど
耳
に
し
な
く
な
り
、
現
在
の
議
論
の
焦

点
は
国
家
の
「
変
容
」
の
あ
り
方
に
置
か
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ

い
。
し
か
し
、
且
ハ
体
的
に
ど
の
よ
う
な
変
容
が
生
じ
て
い
る
の
か
、

探
求
す
べ
き
課
題
は
多
い
。

　
本
稿
で
は
、
（
イ
シ
ュ
ー
エ
リ
ア
は
被
術
政
策
に
限
定
さ
れ
て

い
る
が
）
今
日
の
国
家
が
、
あ
え
て
名
付
け
る
な
ら
ば
「
ネ
オ
・

テ
ク
ノ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
国
家
L
へ
と
変
容
し
つ
つ
あ
る
こ
と
、

そ
し
て
、
か
か
る
国
家
の
変
容
は
技
術
の
「
グ
ロ
ー
カ
リ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
」
が
促
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
き
た
。
変
容

の
具
体
的
内
容
は
、
第
二
節
に
お
い
て
四
つ
の
特
徴
と
し
て
ま
と

め
た
と
お
り
で
あ
る
。
さ
ら
な
る
実
証
研
究
に
よ
り
、
そ
れ
ら
四

点
以
外
に
も
ネ
オ
ニ
ア
ク
ノ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
特
徴
を
追
加

す
べ
き
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
い
ず
れ
に
し
て
も
再
度

強
調
し
た
い
の
は
、
国
家
の
変
容
を
促
し
て
い
る
要
因
と
し
て
、

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
だ
け
で
な
く
、
　
ロ
ー
カ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

の
同
時
進
行
に
も
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
一
方
し

か
視
野
に
入
れ
て
い
な
い
分
析
で
は
、
変
容
の
一
部
分
し
か
捉
え

き
れ
な
い
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
国
家
に
関
す
る
既
存
の
議
論
の
多

く
は
、
そ
の
弱
点
を
も
っ
て
い
る
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。

　
第
二
点
は
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
国
家
間
協
調
に
関
す
る

議
論
へ
の
寄
与
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
脆
）

国
家
間
協
調
を
促
進
す
る
要
因
で
あ
る
の
か
否
か
。
こ
れ
に
関
連

す
る
論
争
点
と
し
て
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
国
家
。
間
の
経
済

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
政
策
を
収
敏
さ
せ
て
い
く
の
か
否
か
と
い
う

　
　
　
（
1
7
）

問
題
が
あ
る
。

　
こ
こ
で
再
び
技
術
の
「
グ
ロ
ー
カ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
に
視
野
を

ω
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広
げ
れ
ば
、
あ
る
政
策
領
域
で
は
国
家
問
協
調
と
政
策
収
敏
が
促

進
さ
れ
う
る
反
面
、
国
家
間
対
立
と
政
策
・
の
非
収
繊
（
も
し
く
は

乖
離
）
が
進
み
う
る
領
域
も
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
ネ
オ
・

テ
ク
ノ
．
ナ
シ
ヨ
ナ
リ
ス
ト
国
家
に
と
っ
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場

を
テ
コ
に
白
国
の
技
術
基
盤
の
強
化
を
図
る
た
め
に
は
安
定
し
た

国
際
レ
ジ
ー
ム
の
存
在
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
国
家
問

協
調
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
よ
り
強
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

ネ
オ
．
テ
ク
ノ
．
ナ
シ
ヨ
ナ
リ
ス
ト
国
家
が
追
求
す
る
の
は
あ
く

ま
で
も
白
国
の
技
術
基
盤
強
化
で
あ
る
。
国
際
レ
ジ
ー
ム
が
ぜ
ひ

と
も
必
要
と
さ
れ
つ
つ
も
、
そ
の
具
体
案
を
め
ぐ
っ
て
選
好
が
衝

突
し
た
場
合
に
は
、
レ
ジ
ー
ム
ヘ
の
関
心
が
薄
・
か
う
た
と
き
以
上

に
激
し
い
対
立
が
表
面
化
す
る
と
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
、
政
策
収

赦
に
関
し
て
は
、
各
国
が
ネ
オ
・
テ
ク
ノ
・
ナ
シ
ヨ
ナ
リ
ズ
ム
ヘ

と
傾
斜
し
て
い
く
こ
と
で
近
似
し
た
政
策
が
と
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が

増
え
て
い
く
で
あ
ろ
う
が
、
各
国
の
N
I
S
に
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自

の
長
所
と
短
所
が
あ
る
た
め
、
目
標
は
同
じ
で
も
具
体
的
に
と
ら

れ
る
施
策
が
異
な
る
場
合
も
考
え
ら
れ
る
。
今
後
は
、
い
か
な
る

条
件
下
で
、
な
ぜ
、
国
家
問
協
調
お
よ
ぴ
政
策
収
敏
が
進
み
得
る

の
か
（
あ
る
い
は
進
み
得
な
い
か
）
を
特
定
す
る
作
業
が
必
要
で

あ
ろ
う
。

（
1
）
　
ω
ユ
く
す
　
O
黒
『
｝
　
凹
目
o
　
刃
ざ
ゴ
與
『
α
　
宛
l
Z
①
－
ω
o
P
　
ぎ
o
ぎ
S
o
．

　
き
ぎ
§
募
§
§
、
ぎ
s
§
－
9
o
ぎ
豪
ミ
o
o
慧
｛
g
§
軋
9
s
－

　
§
ぎ
き
書
ω
巨
量
昌
一
P
O
I
一
掌
二
§
葦
。
目
二
量
巨
一
一
。
P

　
冨
雷
（
シ
ル
ヴ
ィ
ア
・
オ
ス
ト
リ
ー
＆
リ
チ
ャ
ー
ド
・
R
・
ネ
ル
ソ

　
ン
著
、
新
田
光
重
訳
『
テ
ク
ノ
・
ナ
シ
ヨ
ナ
リ
ズ
ム
の
終
焉
－
テ

　
ク
ノ
．
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
と
国
際
経
済
統
合
の
深
化
』
大
村
書
店
、

　
一
九
九
八
年
）

（
2
）
　
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
を
簡
潔
に
整
理
し
た
文
献
と
し
て
、
O
彗
一

　
ま
①
ω
后
亮
員
．
．
ぎ
争
冒
。
阜
巨
豊
旨
く
ω
．
宗
o
手
昌
き
o
冨
一
－
．

一
ω
…
葦
O
§
§
ぎ
目
巨
一
§
員
．
．
S
§
ぎ
言
§
一
♀

　
き
、
§
b
§
｝
§
負
曽
』
（
勺
凹
一
＝
8
0
）
一
〇
0
1
§
－
お
．

（
3
）
考
…
彗
』
．
Ω
巨
昌
昌
o
＞
一
琴
；
。
員
ぎ
ぎ
ぎ
。
、

　
§
旨
『
㌧
§
雨
ユ
s
び
向
8
彗
§
ざ
o
§
§
き
、
』
き
§
b
｝
ミ
o
ぎ
§

　
き
b
S
ミ
軋
b
o
o
S
o
§
ざ
ω
、
ミ
S
的
“
㌻
ミ
與
ω
巨
－
目
O
日
↓
o
P
U
l
O
∴
ミ
巨
篶
①

　
＝
o
＝
ω
o
巾
篶
ω
ω
O
艘
o
9
句
①
σ
『
E
四
『
｝
M
N
冨
㊤
印

（
4
）
　
科
学
技
術
庁
科
学
技
術
政
策
局
編
『
科
学
技
術
基
本
計
画
（
解

　
説
）
』
大
蔵
省
印
刷
局
、
一
九
九
七
年
。

（
5
）
　
A
T
P
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
政
府
R
＆
D
プ
回
ジ
ェ
ク
ト
の

　
国
際
的
開
放
　
　
米
国
A
T
P
（
先
端
技
術
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
の
事

例
」
＝
橋
論
叢
』
第
二
二
巻
第
一
号
（
一
九
九
九
年
一
月
）
、
六

九
－
八
五
頁
の
ほ
か
、
以
下
を
参
照
。
c
．
ω
。
U
8
害
↓
∋
彗
↓
o
↓

O
O
日
己
自
0
H
o
P
之
o
巨
o
目
巴
－
目
ω
ご
ゴ
』
一
①
o
h
ω
叶
與
目
o
與
『
口
ω
與
コ
o
↓
①
o
－
一
一

目
〇
一
〇
〇
q
｝
（
…
ω
↓
）
一
§
雨
㌧
宅
一
㌧
凄
§
㎞
蜆
完
s
ミ
“
§
§
軸
ぎ
．

盲
o
旨
呉
§
き
§
g
Q
－
o
o
§
§
§
§
－
ぎ
g
§
、
§
ま
ミ
ミ
下

棚
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ω
ぎ
曽
一
〇
與
享
す
①
鶉
σ
⊆
『
①
q
二
≦
U
一
Z
－
ω
↓
一
＞
で
ユ
ー
N
9
－
o
o
①
・

（
6
）
　
拙
稿
（
前
掲
）
お
よ
び
、
；
ω
■
㌧
弓
嚢
雪
ミ
ξ
O
き
雨
．

き
茸
q
ω
1
ω
募
§
ま
s
g
き
・
暑
ミ
§
＆
9
§
§
ぎ

旨
冨
§
§
－
ぎ
菩
姜
這
邑
§
七
§
～
麦
募
』
弩
冤
．
§
p

○
印
書
婁
σ
冒
。
・
…
p
…
胃
’
旨
昌
ε
一
婁
る
葬
竃
；
①
。
コ
．

昌
冨
二
碗
萎
彗
彗
↓
き
ミ
耐
曽
向
膏
§
§
盲
ミ
ω
・
ぎ
ぎ
§
一
．

　
§
　
き
ミ
軋
ぎ
四
　
〇
↓
＞
－
固
勺
－
－
↓
O
－
冨
戸
　
考
剋
㎝
三
コ
o
q
ε
P
　
U
・
O
・
一

　
　
〇
〇
コ
ω
o
o
註
∋
一
〕
o
H
一
⑩
o
蜆
．

（
7
）
　
た
と
え
ぱ
、
科
学
技
術
庁
編
『
平
成
9
年
版
科
学
技
術
白
書

　
　
　
　
　
開
か
れ
た
研
究
社
会
の
創
造
を
め
ざ
し
て
』
大
蔵
省
印
刷
局
、

　
　
一
九
九
七
年
。

（
8
）
　
O
向
O
P
，
o
ミ
耐
ミ
㌧
o
S
畠
δ
ぎ
o
ぎ
s
o
ざ
電
、
§
§
§
8
・

　
　
○
向
O
U
＼
O
U
（
o
↓
）
M
0
P
勺
凹
ユ
眈
一
〇
向
O
〇
一
冨
〇
一
・

（
9
）
　
グ
ロ
ー
カ
リ
ゼ
ー
シ
ヨ
ン
の
概
念
に
つ
い
て
は
、
伊
丹
敬
之

　
　
『
グ
ロ
ー
カ
ル
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
九

　
　
　
一
年
、
お
よ
び
カ
〇
一
彗
ρ
丙
o
σ
胃
房
o
p
．
．
g
o
o
筆
墨
饒
o
『
ヨ
冒
①
．

　
　
8
葦
彗
口
ま
…
零
目
ξ
土
。
毒
§
目
身
一
．
．
巨
；
幕
忌
き
、

　
　
婁
冨
9
県
単
＆
ω
．
一
〇
一
g
ミ
き
包
§
き
眈
’
－
旨
3
目
一
霊
。
・
9

　
　
お
㊤
㎝
一
毫
－
爵
－
宣
．

（
1
0
）
　
技
術
の
グ
回
－
バ
リ
ゼ
ー
シ
目
ン
の
精
級
な
実
態
分
析
と
し
て
、

　
　
U
昌
邑
耐
ξ
葦
g
。
・
一
彗
二
。
冨
麦
目
；
葦
9
．
．
；
①
g
3
昌
．

　
　
窒
弍
昌
。
；
8
；
o
冨
予
與
寿
ミ
ぎ
曽
コ
竃
｝
一
．
．
ぎ
ξ
婁
σ
邑

　
　
彗
μ
≦
姜
9
＆
8
ぎ
き
§
一
§
一
〇
§
§
§
§
§
包
■
o
・
．

　
　
ミ
o
ミ
ま
o
き
さ
§
亀
富
o
軸
一
Z
①
ξ
く
o
『
π
一
〇
唖
∋
一
〕
ユ
o
o
q
o
⊂
目
｝
く
0
H
ω
写
＜

　
　
勺
『
鶉
9
；
睾
暑
L
s
－
；
一
1

（
1
1
）
　
た
と
え
ば
、
｝
『
o
目
o
窃
O
巴
『
目
o
『
o
誘
一
§
雨
b
雨
富
き
ミ
b
｛
｝
．

§
§
団
。
ω
喜
≡
胃
…
o
匝
邑
曇
ζ
曇
二
弩
（
フ
ラ
ン
シ

　
　
ス
・
ケ
ア
ン
ク
ロ
ス
著
、
藤
田
美
砂
子
訳
『
国
境
な
き
世
界
』
ト
ッ

　
　
パ
ン
、
一
九
九
八
年
）

（
1
2
）
　
技
術
革
新
に
お
け
る
暗
黙
知
の
役
割
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ぱ

　
　
』
頸
o
〇
一
』
o
＝
目
①
ω
①
目
斥
o
『
一
、
↓
＝
①
O
o
目
↓
ユ
σ
一
』
ご
o
箏
O
H
↓
｝
o
旨
穴
目
O
峯
一
．

鳶
二
。
一
昌
。
至
貫
．
．
ミ
雨
旨
雲
－
二
一
一
§
一
・
o
o
・
姜
．

　
　
N
違
1

（
㎎
）
　
］
≦
－
o
す
印
9
向
－
、
O
ユ
o
■
．
．
O
－
目
ω
↓
o
『
ω
螂
目
匝
↓
サ
①
之
①
峯
向
o
O
目
O
昌
．

　
　
ざ
ω
O
｛
O
O
ヨ
O
①
巨
ゴ
O
戸
．
．
き
さ
S
這
b
富
妨
｛
S
雨
眈
吻
完
雨
e
8
§
夕
Z
O
く
①
H
目
．

　
　
σ
雪
一
－
〕
o
8
冒
σ
雲
－
竈
o
〇
一
i
口
．
ミ
ー
8
お
よ
ぴ
勺
o
ユ
雪
一
〇
ミ
o
o
§
も
“
弐
．

ぎ
ぎ
穿
喜
』
姜
彗
竃
巨
ω
一
豪
乙
き
2
勺
嚢
ω
L
o
o
。
。
（
マ

　
　
イ
ケ
㍗
・
E
・
ポ
ー
タ
ー
著
、
竹
内
弘
高
訳
『
競
争
戦
略
論
』
ダ
イ

　
　
ヤ
モ
ン
ド
社
、
一
九
九
九
年
、
と
く
に
第
π
巻
、
第
2
章
）
。
そ
の

　
　
ほ
か
産
業
集
積
の
研
究
と
し
て
、
伊
丹
敬
之
他
編
『
産
業
集
積
の
本

　
　
質
』
有
斐
閣
、
一
九
九
八
年
を
参
照
。

（
M
）
　
N
I
S
の
代
表
的
著
作
は
、
団
彗
o
q
一
一
＞
奇
－
巨
目
身
竺
一
＆
．
一

　
　
き
ぎ
§
；
這
§
｝
ミ
ぎ
§
き
§
’
■
昌
旨
デ
勺
一
幕
二
§
一

　
　
2
o
ぎ
a
カ
．
看
一
ω
昌
二
庄
．
一
き
ぎ
§
一
き
§
ミ
一
§
昌
§
§
タ

　
　
Z
①
峯
＜
o
H
穴
一
〇
×
『
o
『
o
⊂
コ
～
①
冨
篶
｝
勺
『
o
ω
ω
一
－
㊤
o
o
〇
一
凹
冒
匝
＞
斥
字
匝

　
　
O
o
↓
o
與
目
o
＝
ζ
o
さ
』
斥
－
O
庄
凹
o
q
マ
一
ω
o
m
．
一
ぎ
s
o
ミ
8
註
o
茗
｛
3
ξ
富
ミ

　
　
z
①
≦
く
o
H
7
o
弐
o
a
〇
三
毒
邑
身
勺
H
窃
9
δ
睾
最
新
の
研
究

　
　
論
文
集
に
、
o
彗
邑
o
＞
『
〇
三
g
罫
県
｝
一
■
＆
ω
．
」
§
o
§
ぎ
曽
ま
－
．

　
　
喜
一
ミ
§
§
ぎ
・
§
セ
’
之
署
ぎ
弓
O
彗
婁
島
き
目
ぎ
・
．

　
　
色
q
、
『
霧
ω
」
o
8
が
あ
る
。

秘



（
1
5
）
　
雪
o
訂
a
声
之
①
一
ω
昌
彗
ρ
O
①
く
ヨ
ミ
ユ
智
戸
．
．
↓
訂
聖
ω
①

　
彗
α
霊
＝
o
｝
＞
昌
①
ユ
o
彗
↓
雪
ブ
目
〇
一
〇
〇
q
一
〇
凹
一
「
①
邑
g
ω
巨
p
↓
ぎ

　
勺
o
g
ミ
彗
宰
巴
目
；
g
o
ユ
o
巴
巾
睾
名
8
巨
く
p
、
．
さ
ミ
§
～
q
肉
8
－

　
§
§
ざ
ト
ぎ
§
ミ
§
ω
o
」
（
∪
o
富
∋
字
二
⑩
竃
）
ら
o
．
ε
曽
－
－
塞
ム
．

（
1
6
）
　
た
と
え
ぱ
、
カ
o
σ
胃
け
O
．
丙
o
o
す
與
目
①
印
目
口
＝
色
①
目
く
。
ζ
宇

　
目
竃
一
＆
ω
j
ぎ
膏
§
ミ
ざ
彗
ミ
｛
§
ミ
o
s
s
ミ
軋
b
o
§
寓
ま
o
ま
ミ
｛
8
一

　
Z
①
考
く
o
『
斥
一
〇
凹
昌
σ
『
己
胴
o
G
目
｛
く
①
『
ω
岸
｝
巾
『
o
ω
眈
一
－
㊤
o
①
．

（
1
7
）
　
収
敏
仮
説
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
は
、
た
と
え
ぱ
旨
■

　
N
彗
畠
雰
『
鷺
『
彗
o
カ
o
畠
5
U
o
貝
＆
ω
二
き
ぎ
§
－
§
§
；
ξ

　
昌
S
軋
　
O
』
o
｝
萬
－
　
O
s
b
註
S
ミ
肪
ミ
ー
一
　
岸
ご
印
o
印
一
　
〇
〇
『
目
価
＝
　
⊂
目
－
く
o
『
ω
旨
｝

　
～
窃
ω
L
o
塞
を
参
照
。

＊
　
本
稿
は
、
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
り
一
九
九
九
年
九
月

　
八
目
に
米
国
ラ
ト
ガ
ー
ス
犬
学
に
て
開
催
さ
れ
た
「
日
米
の
ナ
シ
ョ

　
ナ
リ
ズ
ム
と
市
民
像
の
比
較
」
研
究
会
に
お
い
て
、
筆
者
が
提
出
し

　
た
英
文
べ
ー
パ
ー
．
、
↓
ぎ
空
器
o
｛
Z
8
－
↓
8
ま
o
－
Z
匝
巨
o
冨
豪
昌
一

＝
o
ξ
彗
o
≦
コ
｝
岸
Ω
『
o
妻
ω
、
．
を
邦
訳
・
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。

貴
重
な
コ
メ
ン
ト
を
お
寄
せ
く
だ
さ
っ
た
石
井
修
教
授
を
は
じ
め
と

　
す
る
研
究
会
出
席
者
の
皆
様
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
心
よ
り
お
礼
申

し
上
げ
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
大
学
専
任
講
師
）
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